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【大阪急性期・総合医療センター×京都芸術大学】 

小児科病棟にホスピタルアートを施工  

～医療とアートがつくる、こどもと家族にやさしい療養環境～ 

大阪急性期・総合医療センター（大阪市住吉区／総長：嶋津 岳士）では、このたび、小

児科病棟においてホスピタルアートを導入しました。本取り組みは、京都芸術大学（京都

市左京区／学長：佐藤 卓）との連携により、病院空間にアートの要素を取り入れること

で、こどもやその家族が安心して療養できる環境づくりを進めるものです。 

 

小児科病棟では、感染症等により入院するこどもが多く、処置や検査、採血などに際し

て、不安や緊張を抱えた状態で医療を受ける場面が少なくありません。また、その様子を

そばで支える家族にとっても、心理的な負担が大きい状況にあります。こうした背景を踏

まえ、当センターでは、医療行為に加え、療養環境の質を高めることが重要であると考

え、心身の負担軽減につながる環境整備に取り組んできました。 

 

今回導入したホスピタルアートは、京

都芸術大学が取り組む「ホスピタルアー

トプロジェクト／HAPii＋（はぴい）」

の一環として制作・施工されたもので

す。小児科病棟の特性や患者さんの年齢

層を踏まえ、色彩やモチーフに工夫を凝

らした作品が病棟内の複数箇所に設置さ

れ、空間全体の雰囲気をやわらげる構成

となっています。制作にあたっては、当

センター職員と大学教員および学生が意

見交換を重ね、医療現場の特性や利用者

の視点を共有しながら進められました。 

 

施工箇所の一つである処置室では、処置

に向かうこどもが感じやすい恐怖や不安に

配慮し、お城に向かって進む汽車や、やさ

しく見守る光や花をモチーフとしたデザイ

ンを採用しています。 

不安を和らげ、落ち着いた気持ちで処置

に向き合える環境づくりを目指しました。 

 
ホスピタルアートを導入した処置室の様子 
処置に不安を感じやすいこどもに配慮し、やさしい色彩 
やモチーフを用いたデザインを採用している。 

 

 

京都芸術大学の学生が小児科病棟の壁面に
ホスピタルアートを制作している様子。 

 



ホスピタルアートの導入により、こどもや家族が病棟内で過ごす時間をより穏やかなも

のとし、前向きな気持ちで治療に向き合えることを期待しています。また、医療従事者に

とっても働きやすい環境づくりにつながるものと考えています。 

当センターでは、今後も患者さん中心の医療の実現に向け、治療にとどまらない療養環

境の充実を図り、こどもと家族に寄り添う医療の提供に取り組んでまいります。 

 

■大阪急性期・総合医療センターについて 

急性期医療から高度な専門医療まで、総合力を生かして良質な医療を提供するとともに、医

療人の育成と府域の医療水準の向上に貢献します。 

大阪急性期・総合医療センターでは、救命救急医療、循環器医療等の急性期医療、がん医

療、難病医療等、高度な専門医療を広域的に提供するとともに、地域医療機関との連携を積極

的に強め、多様なニーズに応えています。 

今後も、皆さまに安心していただける高品質な医療を最高の笑顔でお届け致します。 

所在地：大阪市住吉区万代東 3丁目 1番 56号 

URL：https://www.gh.opho.jp/ 

 

■京都芸術大学について 

国内最大規模の芸術大学として通学課程、通信教育課程を合わせ、国内外から 23,000名を

超える多様な年齢層の意欲的な学生が集まる教育機関です。 

芸術を通して社会で必要な力を育成しています。芸術を学んだ学生が社会を変える「藝術立

国」を教育目標に掲げ、通学課程では特に"社会と芸術"の関わりを重視した芸術教育を推進。

企業や自治体などが抱える課題を、学生たちがアート・デザインの力で解決する「社会実装プ

ロジェクト」を年間 100件以上実施しています。学科を超えたグループワークや実際の仕事を

通して、社会性を備えた表現者を育成しています。  

所在地：〒606-8271 京都府京都市左京区北白川瓜生山町 2-116  

URL：https://www.kyoto-art.ac.jp 

 


